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研究成果の概要（和文）：手法：（１）従来のプログラム評価手法は、観察される変数による違いのみを許していたが
、適切な操作変数があれば、観察されない変数による違いがある場合にも同様の分析ができることを示した。（２）ま
た（１）の手法を含む非常に一般的な推定量に対する漸近分布の導出手法を示した。特にモデルが真のデータ生成過程
を含まない場合に、漸近分布に追加的な項が現れることを示した。その他の手法の開発に取り組んだ。
高齢者問題：（１）那覇におけるパネル調査を2度実施した。（２）他の都市の調査結果と併せ用い、高齢者の引退行
動に、経済面、健康面、家族・社会関係的側面がどのように影響するかを実証分析した。さらに種々の分析を行った。

研究成果の概要（英文）：Methods: (1) The standard matching method only allows selection on observables. A 
new method that utilizes an instrumental variable to allow selection on unobservables is developed. (2) A 
general method to compute asymptotic distribution for estimators, which includes the method in (1), is dev
eloped. In particular, the computed asymptotic distribution captures an impact of using mis-specified mode
l.  Other methodological studies are also carried out but for brevity, they are not discussed here.
Studies related to aging issues: (1) Panel data are collected twice in Naha making the total length of pan
el up to 3 in Naha.  (2) Combining the data in Naha with other six municipalities, retirement behavior is 
studied.  In particular impacts of economic aspects, health aspects, and family and social relationships a
re investigated.  Other empirical studies are also carried out but for brevity, they are not discussed her
e.
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１．研究開始当初の背景 
 過去約１５年間、実験、自然実験データの
利用、regression discontinuity の利用、操作
変数法の利用、スムーズド・マッチングの利
用など、利用できるデータの状況に応じてで
きる限り厳密に政策効果を測定する非構造
分析手法が筆者も参画して開発されてきて
いる。これらの手法は従来の回帰分析を置き
換え、また構造分析を補完するものとして開
発経済学、労働、教育、医療、環境などに関
する様々な政策評価をはじめとして、広く応
用分野をもっている。しかし、これらの手法
が扱える枠組みの制約はなお強い。例えば、
政策は参加するかしないかの二値を想定す
る場合が多く、内生変数は多くの場合一つで
ある。また動学的な状況を考えてはいない。
そのため、このような政策評価手法では、財
政政策・金融政策、あるいは人々の引退行動
など、評価すべき重要な政策のうち、まだま
だその射程に収まらないものが多い。 
 
２．研究の目的 
 本研究ではこの現状を改善することを目
指す。また高齢者のパネルデータ収集に協力
し、そのデータを用いて実証分析を行う。 
 
３．研究の方法 
 内生変数の数を増やし、動学的な状況を考
えることから始め、順次開発を進める。 
 
４．研究成果 
① 従来のスムーズド・マッチングによるプ 

ログラム評価手法は、観察される変数に
よる違いから来る参加状況の違いのみ
を許していたが、適切な操作変数があれ
ば、観察されない変数による違いがある
場合にもスムーズド・マッチングの利点
である、説明変数の分布の違いを考慮に
入れて、同様の分析ができることを示し
た。 

② また①の手法を含む非常に一般的な推
定量に対する漸近分布の導出手法を示
した。特にモデルが真のデータ生成過程
を含まない場合に、漸近分布に追加的な
項が現れることを示した。 

③ 内生変数の数の違いのみであれば従来
の手法と根本的には異ならないことが
明らかとなった。 

④ 動学的な場合の取り扱いは予想より複
雑であることが明らかとなった。そこで、
政策の効果が短期的に消滅する状況に
ついての枠組を考察し、財務省・日銀に
よる為替介入政策の実証分析を行った。 

⑤ 従来ノンパラメトリックな政策評価手
法では明らかにされていなかったスム
ージングパラメターの選択手法を開発
した。 

⑥ 政策評価を行う際には1つのデータセッ
トだけでは不十分な場合もある。2 つ以
上のデータセットを組み合わせて利用

する分析手法を開発した。 
⑦ 従来は誤差項が加法的な場合に限られ

ていたTobitモデルの分析手法を一般化
し、その手法を実現するため Extreme 
quantile 分析を従来より拡張した。 

⑧ Transformation Modelの新たな推定手法
を開発した。 

⑨ 那覇におけるパネル調査を2度実施した。 
⑩ 他の都市の調査結果と併せ用い、高齢者

の引退行動に、経済面、健康面、家族・
社会関係的側面がどのように影響する
かを実証分析した。その結果５０歳台で
の「引退」は後に撤回される可能性が高
いが、６０歳台を越えての「引退」は恒
久的であることを見いだした。また男性
の場合、引退行動に家族の要因が大きく
影響しており、女性の場合には社会・経
済関係が大きく影響していることを見
いだした。 

⑪ 構造推定においては選考の安定性が重
要な仮説となっている。東北大震災前後
で選考がどれほど変更したかを考察す
る理論的枠組みを示し、実証分析を行い、
選考の安定性を示した。 

⑫ 健康と食事の関係、食事と所得との関係
についての実証分析を行った。 

⑬ 震災時の政府の節電行動の呼びかけに
対して人々が取る節電行動は、公共財供
給ゲームにおける行動とみなしうるこ
とに着目し、全国消費実態調査を用いて、
節電が停電回避に結びつきうる地域（公
共財の供給とみなしうる地域）とそうで
ない地域の住民行動の違いを実証分析
した。 

⑭ 日本の失業保険の失業率に与える効果
についてプログラム評価手法を用いて
分析している際に、日本の労働市場にお
ける若手労働者の就業率は男女共他の
OECD 諸国に比べて高いことに気づき、そ
の理由について検討した。理由としては、
労働需要は減ったが、少子化により、若
手の労働供給も減ったこと、そして教育
水準が上がったことにより、対応する労
働需要の伸びに応えることができたこ
とによると考えられることを示した。 
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